
解 答
宗 問１ 唄 水 イ，エ 二酸化炭素 ウ 欝 ウ 問２ 動物 タンパク質 植物 炭水化物

問３ ア 問４ 唄 イ 欝 ア 蔚 ア 鰻 ア 姥 ア 厩 イ 浦 イ

就 問１ Ｂ ① Ｄ ⑤ 問２ Ｂ ① Ｄ ⑦

問３ あらゆる方向から地球の影をうつすことができるから。

州 問１ 図① 問２ 図② 問３ （１，１，２，２） 問４ 図③

修 問１ イ，エ 問２ Ｃ，Ｄ 問３ 0.24 問４ 80

問５ Ｂ，Ｃ，Ａ，Ｄ

愁 問１ は虫類 オ・コ 鳥類 ア・ケ ほ乳類 ウ・カ 問２ ほ乳類

問３ 唄 128 欝 アレルギー 蔚 イ

問４ 唄 水 欝 けむり 蔚 加熱 鰻 酸素

拾 問１ ウ 問２ 86.5 問３ 4.64 問４ 0.94 問５ 1.97

洲 問１ 50 問２ 80 問３ 40 問４ 80 問５ 図④

解 説
就 問２ Ｂの位置では，おわんの内側に光は当たらないので，①のように見えます。Ｄの位置で

光の当たるようすを，公転面に水平な断面図で表すと，(図⑤）のようになります。左半分

が明るくなるので，⑦のように見えます。

州 問１ Ａの中は回路が枝分かれしていないので，図２の回路にＡとＣを入れたとき，Ａの２つ

が最も明るくつきます。Ｃは，豆電球１つと２つ直列つなぎの豆電球との並列つなぎで，１

つの方が次に明るく，２つ直列つなぎの豆電球が最も暗くつきます。

問２ 図２にＢとＤを入れると，Ｂの２つは暗くつきます。これと同じ明るさでつくものがＤ

の中に２つ（４－２）ありますから,（図②）のような回路になります。

問３（図⑥）でＤ１に流れる電流の大きさを１とすると，Ｃ１＝ ，Ｃ２＝Ｃ３＝ ，Ｄ２２
３

１
３

＝Ｄ３＝ となりますから，Ｄ１＞Ｃ１＞Ｄ２＝Ｄ３＞Ｃ２＝Ｃ３となります。１
２

問４（図⑦）より，ｃ＝ｆ＞ｄ＝ｅ＝ｉ＝ｊ＝＞ａ＝ｂ＝ｇ＝ｈの順に明るくなります。

修 問２ ＡとＢを比べると，アルミニウムは 倍（0.27÷0.12），塩酸Ｘは２倍（60÷30），気９
４

体の体積は 倍（360÷160）になっていることから，ＡとＢとではアルミニウムがすべて９
４

反応したことがわかります。ＡとＣを比べると，アルミニウムは３倍（0.36÷0.12）になっていますが，気体は

２倍（320÷160）であることから，Ｃではアルミニウムが溶け残っています。ＡとＤを比べると，アルミニウム

は 倍（0.21÷0.12）になっていますが，気体は 倍（120÷160）になっているので，Ｄではアルミニウムが溶７
４

３
４

け残っています。

問３ Ｃで0.12ｇ（0.36－0.12× ），Ｄで0.12ｇ（0.21－0.12× ）溶け残っているので，0.24ｇです。320
160

120
160

問４ Ａでは６安（30－48× ），Ｂでは６安（60－48× ）のＸが残っているので，12安（６＋６）です。Ａ160
320

360
320

より，アルミニウム0.12ｇと塩酸Ｘ24安が過不足なく反応していたので，アルミニウム0.24ｇと塩酸Ｘ24安では，

塩酸Ｘがすべて反応し，発生する気体は80安（160× ）です。12
24

問５ 反応したアルミニウムの重さは，Ａが0.12ｇ，Ｂが0.27ｇ，Ｃが0.24ｇ，Ｄが0.09ｇですから，反応してで

きた塩化アルミニウムの重い方からならべると，Ｂ→Ｃ→Ａ→Ｄになります。

洲 問２ 棒がＡとＤだけだった場合，どの位置でもつり合います。ＢとＣだけだった場合，Ｃと鉛 直 線とのなす角が
ぼう えんちよくせん

30°（60÷２）のときつり合います。したがって，80°(30＋50）です。

問３ （図⑧）のように，互いの角度が120°になっていればつり合います。Ｂ'の真
たが

下にＢがあれば，Ａ，Ｂ，Ｃでもつり合うので，鉛直線とＢ（Ｂ'）のなす角は10°

(120＋70－180）です。したがって，ＡとＢのなす角は，40°(120－70－10）です。

問４ （図⑨）のように，Ｂの真上にＢ'を考えたときＡとＢ'のなす角が120°になれ

ばつり合います。Ｂと鉛直線とのなす角を□とおくと，ａ＝90－□，ｂ＝90－20－□となります。

ａ＋ｂ＝（90－□）＋（90－20－□）＝160－□×２

これが120になればいいので，□＝20°((160－120)÷２），鉛直線とＣのなす角は80°(100－20）です。

問５ 問４より，Ｂ，Ｃに対して鉛直線から80°のところに棒があれば，この３つはつり合います。また，Ａに対

しては，鉛直線から60°(20＋20＋20）のところに棒があれば，この２つはつり合います。したがって，鉛直線と

Ｄとのなす角は60°、ＤとＥとのなす角は20°(80－60）です。
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